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特集

再校正 博物館

現
代
に
よ
み
が
え
っ
た
表
御
殿

城
郭
復
元
の
さ
き
が
け

　　

初
め
て
博
物
館
の
前
に
来
ら
れ
た
人

は
、「
こ
の
建
物
は
何
だ
ろ
う
」
と
思
わ

れ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

さ
ま
ざ
ま
な
形
の
屋
根
が
複
雑
に
組

み
合
わ
さ
れ
た
重
厚
感
あ
る
建
物
は
、

江
戸
時
代
に
現
在
の
場
所
に
建
っ
て
い

た
表
御
殿
の
姿
を
再
現
し
た
も
の
で
す
。

表
御
殿
は
、
彦
根
藩
の
本
庁
舎
で
あ
り
、

藩
主
の
住
ま
い
で
も
あ
っ
た
建
物
で
す
。

　

明
治
時
代
、
表
御
殿
は
取
り
壊
さ
れ
、

グ
ラ
ウ
ン
ド
と
な
っ
て
い
ま
し
た
が
、

表
御
殿
の
復
元
と
資
料
を
保
存･

展
示

す
る
「
博
物
館
」
の
機
能
を
兼
ね
備
え

た
建
物
を
建
設
し
ま
し
た
。

　

復
元
建
物
を
設
計
す
る
際
に
、
ま
ず

発
掘
調
査
し
て
建
物
や
庭
園
の
跡
を
確

認
し
、
絵
図
や
古
写
真
な
ど
の
資
料
も

調
査
し
ま
し
た
。
で
き
る
だ
け
正
確
な

復
元
を
目
指
し
た
か
ら
で
す
。
し
か
し
、

文
化
財
を
展
示
・
保
存
す
る
施
設
は
耐

火
構
造
と
す
る
必
要
が
あ
り
ま
し
た
。

そ
こ
で
、
展
示
・
収
蔵
ス
ペ
ー
ス
は
鉄

筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
で
外
観
を
復
元
し
、

藩
主
の
居
室
で
あ
っ
た
「
奥
向
き
」
空

間
は
、
伝
統
的
な
木
造
建
築
で
昔
な
が

ら
に
再
現
し
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
工
夫
に
よ
り
、
表
御
殿

は「
博
物
館
」と
い
う
新
し
い
機
能
を
備

え
た
施
設
と
し
て
現
代
に
よ
み
が
え
っ

た
の
で
す
。

　

市
制
施
行
50
周
年
を
記
念
し
て
建
設
さ
れ

た
彦
根
城
博
物
館
（
以
下
、
博
物
館
）
は
、
市

制
75
周
年
に
あ
わ
せ
、
ま
も
な
く
開
館
25
周

年
を
迎
え
ま
す
。

　

彦
根
城
内
の
表

お
も
て

御ご

殿て
ん

跡
地
に
そ
の
復
元
を

兼
ね
て
建
て
ら
れ
た
博
物
館
は
、
彦
根
の
歴

史
、
文
化
を
体
感
で
き
る
場
と
し
て
、
皆
さ
ん

に
親
し
ん
で
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
独
特
の

外
観
に
加
え
、
質
、
量
と
も
に
充
実
し
た
収
蔵

資
料
は
、
歴
史
遺
産
に
恵
ま
れ
た
彦
根
の
誇

り
で
す
。

　

博
物
館
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
財
産
で
あ

る
資
料
を
将
来
に
ま
で
引
き
継
ぎ
、
ま
た
、
資

料
に
基
づ
い
て
新
た
な
歴
史
像
を
提
示
し
よ

う
と
、日
々
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
博
物
館
の

今
日
ま
で
の
歩
み
と
、
開
館
25
周
年
を
記
念

し
て
開
催
す
る
企
画
展
を
紹
介
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先　

彦
根
城
博
物
館
☎
22-

６

１
０
０
番
、　

Ｆ
A
Ｘ
22-

６
５
２
０
番

　

近
年
、
各
地
の
城

じ
ょ
う

郭か
く

で
、
御
殿
や
櫓や

ぐ
ら・

門
な
ど
が
再
建
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
彦

根
城
表
御
殿
の
復
元
は
そ
の
さ
き
が
け

と
な
っ
た
も
の
で
す
。
博
物
館
の
建
設

は
、
全
国
の
史
跡
保
存
と
活
用
の
方
向

に
影
響
を
与
え
た
大
事
業
で
し
た
。

由
緒
あ
る

能
舞
台

　

博
物
館
の

中
央
に
建
つ

能
舞
台
は
、約

２
０
０
年
前
、

寛
政
12
年（
１

８
０
０
）に
こ

の
場
所
に
建

て
ら
れ
た
由

緒
あ
る
舞
台

で
す
。

　

明
治
維
新
後
、
表
御
殿
は
取
り
壊
さ

れ
ま
し
た
が
、
能
舞
台
は
移
築
さ
れ
て
、

護
国
神
社
境
内
に
現
存
し
て
い
た
こ
と

か
ら
、博
物
館
を
建
設
す
る
と
き
に
、元

の
位
置
に
戻
さ
れ
ま
し
た
。

　

現
在
、
こ
の
舞
台
で
「
彦
根
城
能
」

「
彦
根
城
表
御
殿　

狂
言
の
集
い
」を
催

し
て
、
日
本
の
古
典
芸
能
に
親
し
ん
で

い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

貴
重
な
資
料
を
収
蔵･

展
示

　

展
示
室
で
は
、
井
伊
家
伝
来
の
大
名

道
具
を
中
心
に
展
示
し
て
い
ま
す
。
作

品
の
保
存
や
季
節
感
を
考
え
、
毎
月
作

▲よみがえった表御殿の外観（建設当初の姿）（上）、復元
　した奥向き庭園（下）

品
を
入
れ
替
え
て
い
ま
す
。
武
家
の
象

徴
で
あ
る
甲
冑
な
ど
武
器
・
武
具
を
は

じ
め
、
大
名
の
身
の
回
り
に
あ
っ
た
道

具
な
ど
か
ら
、
当
時
最
高
水
準
に
あ
っ

た
大
名
の
教
養
や
文
化
を
感
じ
て
い
た

だ
け
ま
す
。

　

収
蔵
す
る
資
料
の
中
心
は
、

井
伊
家
に
伝
来
し
た
美
術
工
芸

品
と
古
文
書
類
約
４
万
件
で
す
。

平
成
６
年
に
彦
根
市
に
寄
贈
さ

れ
ま
し
た
。
幕
府
政
治
に
重
き

を
な
し
た
井
伊
家
に
ふ
さ
わ
し

く
、
質
、
量
と
も
に
高
い
水
準

の
大
名
道
具
が
伝
来
し
ま
し
た
。

　

古
文
書
は
、『
彦
根
藩
井
伊
家

文
書
』
と
し
て
国
の
重
要
文
化

財
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
彦

根
藩
の
様
子
を
伝
え
る
ほ
か
、

国
政
の
点
か
ら
も
第
一
級
の
資
料
と
し

て
、
高
く
評
価
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

加
え
て
、
城
下
町
の
暮
ら
し
を
伝
え

る
資
料
や
彦
根
藩
士
家
の
資
料
な
ど
を

皆
さ
ん
か
ら
ご
寄
贈
い
た
だ
き
、
収
蔵

資
料
は
充
実
し
て
き
て
い
ま
す
。

▲昨年、彦根藩士出身で近代を代表す
る書家・日下部鳴鶴（くさかべめいか
く）の書などを寄贈いただきました。
写真は感謝状を贈呈する様子。

利
用
案
内

開
館
時
間　

午
前
８
時
30
分
～
午
後
５

時
（
入
館
は
午
後
４
時
30
分
ま
で
）

観
覧
料　

一
般
５
０
０
円
、
小
・
中
学

生
２
５
０
円

※
市
内
の
小
・
中
学
生
と
65
歳
以
上
の

人
、
市
内
の
高
校
・
大
学
に
在
学
す

る
生
徒
、
身
体
障
害
者
の
人
は
、
無

料
で
観
覧
で
き
ま
す
。
確
認
で
き
る

も
の
を
提
示
く
だ
さ
い
。

※
博
物
館
友
の
会
会
員
は
会
員
証
で
入

館
で
き
ま
す
。（
年
会
費
２
、０
０
０
円
）

彦
根
城
博
物
館

開
館
25
周
年
の
軌
跡

▲
▶
博
物
館
の
現
在
の
外
観
（
上
）、　
「
シ
リ
ー

ズ
戦
国
」
と
し
て
７
〜
８
月
に
開
催
し
た
「
井

伊
の
赤
備
え
」
展
（
右
下
）、
博
物
館
で
最
近

出
し
た
刊
行
物
（
左
下
）　

▶
現
在
の
能
舞
台

「ほんもの」と出会える博物館の歩み


